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市
が
行
っ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
の
進
み
具
合
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

あ
の
事
業
の

い
ま

事
業
目
的

川
越
の
玄
関
口
と
し
て
の
顔
を

持
つ
、
川
越
駅
周
辺
。
い
よ
い
よ
、

「
川
越
駅
西
口
（
第
二
工
区
）
土

地
区
画
整
理
事
業
」
が
完
了
し
ま

す
。
あ
と
は
、
多
少
の
事
務
手
続

き
を
残
す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

川
越
駅
西
口
の
区
画
整
理
は
、

同
駅
へ
向
か
う
車
の
渋
滞
を
解
消

す
る
と
と
も
に
、
商
業
の
集
積
と

宅
地
の
利
用
増
進
を
図
り
、
良
好

な
市
街
地
を
造
成
し
、
都
市
機
能

の
円
滑
化
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
に
基

盤
整
備
を
行
う
手
法
と
し
て
、
面

的
な
整
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

区
画
整
理
を
選
択
し
、
昭
和
四
十

五
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
第
一
工

区
と
第
二
工
区
に
分
け
て
実
施

し
、
駅
に
近
い
第
一
工
区
は
先
行

し
て
昭
和
五
十
二
年
に
事
業
が
完

了
し
ま
し
た
。

第
二
工
区
は
、
平
成
二
年
に
そ

の
一
部
と
隣
接
地
が
「
地
域
振
興

ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
（
当
時
は
西

部
地
域
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
）」

の
建
設
予
定
地
に
決
定
し
た
こ
と

も
あ
り
、
同
三
年
か
ら
現
地
に
事

務
所
を
開
設
。
本
格
的
に
、
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

事
業
内
容

新あ
ら

宿
じ
ゅ
く

町ま
ち

一
丁
目
の
一
部
と
旭

あ
さ
ひ

町
ち
ょ
う

一
丁
目
の
一
部
か
ら
な
る
第

二
工
区
は
、六
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

市
で
は
今
ま
で
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
多
く
は
事
業
が
完
了

し
た
時
点
で
、
概
要
を
広
報
川
越
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
年
に
わ
た
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
行
政
の
透
明
性
を
図
り
、
説

明
責
任
を
果
た
す
う
え
で
、
経
過
報
告
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
か
か
わ
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
進
ち
ょ
く
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
川
越
駅
西
口
と
（
仮
称
）
高
階
地
区
公
共
施
設
を
取
り
上
げ
ま
す
。
今
後
、
こ
の
ほ
か
の
事

業
に
つ
い
て
も
、
途
中
経
過
を
可
能
な
か
ぎ
り
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
広
聴
広
報
課
広
報
担
当
・
℡
内
線
２
１
２
３

川
越
駅
西
口
　

川
越
駅
西
口

川
越
駅
西
口

第
二
工
区
の
区
画
整
理
が
、
も
う
す
ぐ
完
了
し
ま
す

第
二
工
区
の
区
画
整
理
が
、
も
う
す
ぐ
完
了
し
ま
す

第
二
工
区
の
区
画
整
理
が
、
も
う
す
ぐ
完
了
し
ま
す

川越駅西口土地区画整理事業対象地区

地域振興地域振興
ふれあいふれあい
拠点施設拠点施設
建設予定地建設予定地

地域振興
ふれあい
拠点施設
建設予定地

川越駅川越駅川越駅

第１工区第１工区

川
越
駅
南
大
塚
線

氷川神社氷川神社氷川神社

国道16号

県
道
川
越

　
所
沢
線

アトレ

川
越
駅
西
口

整
備
事
務
所

南
公
民
館

南
公
民
館

南
公
民
館

第２工区第２工区

街
区
街
区
　
公
園

　
公
園

街
区
　
公
園

歩行者専用道路
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第
一
工
区
の
九
・
九
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
合
わ
せ
、
十
六
・
一
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

第
二
工
区
の
完
了
に
伴
い
、
幹

線
道
路
と
し
て
都
市
計
画
道
路
・

川
越
駅
南
大
塚
線
を
整
備
。
駅
前

か
ら
続
く
幅
員
二
十
五
メ
ー
ト
ル

の
道
路
が
、
国
道
16
号
ま
で
つ
な

が
り
ま
し
た
。
幹
線
道
路
か
ら
入

っ
た
住
宅
地
区
の
道
路
は
、
幅
員

六
メ
ー
ト
ル
。
通
過
車
両
が
入
っ

て
来
な
い
よ
う
な
形
状
に
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
住
宅
地
区
か
ら
幹

て
、
建
物
の
高
さ
を
二
十
メ
ー
ト

ル
ま
で
と
し
ま
し
た
。
背
後
の
住

宅
地
区
に
配
慮
し
つ
つ
、
統
一
感

が
あ
り
、
駅
前
通
り
に
ふ
さ
わ
し

い
に
ぎ
わ
い
と
活
気
あ
ふ
れ
る
町

並
み
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
以
外
の
地
域
は
、
建
物
の

高
さ
を
十
三
メ
ー
ト
ル
ま
で
と

し
、
建
築
物
の
位
置
の
基
準
を
定

め
ま
し
た
。
住
宅
地
区
の
日
照
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
圧
迫
感
を

与
え
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
建
物
の
用
途
・
屋

外
広
告
物
・
外
壁
の
色
彩
な
ど
に

つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、「
ま
ち
づ
く
り
の
会
」

線
道
路
へ
は
歩
行
者
専
用
道
路
を

設
け
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
と

安
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。

第
二
工
区
で
は
、
地
権
者
と
自

治
会
の
皆
さ
ん
が
「
ま
ち
づ
く
り

の
会
」
を
三
十
六
回
に
わ
た
っ
て

開
催
。
そ
の
間
に
ま
ち
づ
く
り
の

ル
ー
ル
と
し
て
、
地
区
計
画
と
都

市
景
観
形
成
地
域
を
導
入
し
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
導
入
に
よ
り
、「
良

好
な
都
市
型
住
宅
地
の
形
成
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
幹
線
道
路
沿

い
な
ど
は
沿
道
形
成
地

区
と
し
て
、
道
路
境
界

線
か
ら
十
五
メ
ー
ト
ル

以
内
の
敷
地
に
つ
い

の
皆
さ
ん
は
、
第
二
工
区
内
に
あ

る
街
区
公
園
の
デ
ザ
イ
ン
や
樹
種

の
選
定
も
行
い
ま
し
た
。

事
業
の
効
果

第
二
工
区
の
事
業
完
了
に
よ

り
、
国
道
16
号
と
の
交
差
点
が
直

進
・
右
折
・
左
折
に
車
線
が
分
か

れ
ま
し
た
。
周
辺
の
渋
滞
が
解
消

さ
れ
る
と
と
も
に
、
車
で
川
越
駅

へ
行
き
や
す
く
な
っ
た
と
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歩
道
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者

の
皆
さ
ん
も
安
全
に
通
行
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地
に
つ
い
て

も
、
道
路
が
広
く
な
り
、
接
道
状

況
が
よ
く
な
っ
た
た
め
、
利
用
価

値
が
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
土

地
の
高
度
利
用
が
図
ら
れ
て
、
商

業
施
設
と
住
宅
が
調
和
し
た
、
川

越
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
市
街

地
の
形
成
が
期
待
で
き
ま
す
。

地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設

市
と
県
の
共
同
事
業
で
あ
る
地

域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
は
、

民
間
活
力
を
活
用
し
て
、
平
成
二

十
三
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
、事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
の
施
設
と
し
て
は
市
民
の
皆

さ
ん
の
活
動
・
交
流
を
促
進
す
る

（
仮
称
）
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
と
ホ
ー
ル
、
県
の
施
設
と
し
て

は
県
西
部
地
域
の
産
業
の
振
興
と

活
性
化
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
に

ぎ
わ
い
の
創
出
を
目
的
と
す
る
民

間
施
設
も
含
め
た
、
複
合
施
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
川
越
駅
西
口
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
＝
川

越
駅
西
口
整
備
事
務
所
・
℡
２

４
５-

６
０
１
１
▼
地
区
計

画
・
都
市
景
観
形
成
地
域
に
つ

い
て
＝
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
都

市
景
観
係
・
℡
内
線
３
２
１
５

▼
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施

設
に
つ
い
て
＝
拠
点
施
設
推
進

室
拠
点
施
設
推
進
担
当
・
℡
内

線
２
１
６
１

国道16号と川越駅南大塚線の交差点。駅方面からの車
線は、方向別に３つに分かれます。歩道が広く、電線も
地中化され、すっきりとした幹線道路沿いにおける、こ
れからのまちづくりが楽しみです

第２工区内の、街区公園と歩行者専用道路

住宅地区内は通過車両が入りにくいよう、
道路を設計してあります
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事
業
目
的

人
口
が
五
万
人
を
超
え
る
高た

か

階し
な

地
区
。
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
住

民
の
皆
さ
ん
が
多
く
な
る
に
つ
れ

て
、
現
在
の
高
階
公
民
館
な
ど
の

施
設
規
模
で
は
十
分
な
対
応
が
で

き
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
多

様
な
意
見
・
要
望
に
応
え
る
と
と

も
に
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

り
ま
す
。
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
は
福
祉

団
体
が
運
営
し
、
軽
食
な
ど
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。図
書
館
は
、

約
八
万
冊
の
資
料
を
備
え
ま
す
。

公
民
館
の
事
務
室
は
、
出
張
所

と
同
じ
部
屋
に
な
り
ま
す
。
一
階

に
は
二
つ
の
学
習
室
と
二
百
九
十

平
方
メ
ー
ト
ル
の
軽
体
育
室
、
二

階
に
は
創
作
室
・
実
習
室
・
学
習

室
・
二
つ
の
和
室
・
防
音
仕
様
の

音
楽
室
を
設
置
し
ま
す
。

建
物
に
は
市
内
の
公
共
施
設
で

初
め
て
、
屋
根
と
一
体
型
の
太
陽

光
発
電
設
備（
二
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

が
付
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
ト
イ

レ
の
洗
浄
水
に
雨
水
を
利
用
す
る

な
ど
、
環
境
に
も
十
分
配
慮
し
た

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

駐
車
場
は
一
般
用
に
六
十
四
台

分
、
障
害
者
用
に
二
台
分
を
確
保

し
ま
し
た
。

建
設
工
事
の
完
了
は
来
年
三

月
、
施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
同
年
五

月
の
予
定
で
す
。

事
業
の
効
果

今
ま
で
の
高
階
出
張
所
と
公
民

館
は
川
越
中
央
消
防
署
高
階
分
署

の
建
物
の
二
階
に
あ
り
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
も
な
く
不
便
で
し
た
。
新

め
、
四
つ
の
機
能
を
持
つ
施
設
を

新
た
に
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
施
設
の
内
容
は
、
高
階
支

会
の
要
望
や
同
地
区
で
組
織
さ
れ

た
検
討
委
員
会
な
ど
の
提
言
を
尊

重
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
内
容

同
地
区
藤ふ

じ

間ま

の
約
八
千
四
百
平

方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、
延
べ
床

面
積
が
約
四
千
四
百
平
方
メ
ー
ト

ル
の
複
合
施
設
を
建
設
し
ま

す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

二
階
建
で
、
一
階
に
出
張
所
・

児
童
青
少
年
施
設
・
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
、
二
階
に
図
書
館
、
両
方

の
階
に
公
民
館
が
入
り
ま
す
。

出
張
所
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム
と
相
談
室
を
備
え
て
い

ま
す
。
児
童
青
少
年
施
設
は
、

三
歳
児
ま
で
を
対
象
に
し
た
幼

児
室
と
三
歳
児
か
ら
小
学
生
ま

で
を
対
象
に
し
た
遊
戯
室
が
あ

し
い
施
設
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配

慮
さ
れ
、駐
車
場
も
大
き
く
な
り
、

利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、

児
童
青
少
年
施
設
や
図
書
館
の
機

能
が
新
た
に
加
わ
っ
て
、
同
地
区

に
住
む
皆
さ
ん
の
身
近
な
所
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
同
地
区
の
自
治
会
活

動
や
生
涯
学
習
に
関
す
る
活
動
な

ど
が
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
高
階
地
区
公
共
施

設
整
備
推
進
室
高
階
地
区
公
共

施
設
整
備
推
進
担
当
・
℡
内
線

２
８
７
１

高階小学校

新河岸駅新河岸駅新河岸駅

現在の現在の
高階出張所高階出張所
高階公民館高階公民館

現在の
高階出張所
高階公民館

（仮称）
  高階地区
  公共施設
  建設地

国
道
２
５
４
号

高
階
中
学
校

（
仮
称
）
高
階
地
区
公
共
施
設
　

（
仮
称
）
高
階
地
区
公
共
施
設

（
仮
称
）
高
階
地
区
公
共
施
設

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た

（仮称）高階地区公共施設建設地周辺

（仮称）高階地区公共施設完成予想図

１月18日に同公共施
設の建設現場に行った
ところ、基礎工事が始
まっていました。今後、
順次工事が進んでい
き、秋ごろになると、
外観はほぼ完成に近い
姿となる予定です
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提案要旨（市民目安箱）
川越に住んでいる日本語を読めない外国人が、

市で何が行われているのかをもっと理解するため
に、広報川越の英語版を作成してください。
回答
外国籍市民の皆さんにとって、市の情報を知り
たいのに、広報川越など、市からのお知らせが日
本語で書かれているため、情報が得られずに困る、
ということは切実な問題だと思います。
昨年４月から始まった「第二次川越市国際化基
本計画」の中では、「広報の外国語ページ」の発
行をあげております。そこで、市内在住の外国籍
市民の皆さんで構成される川越市外国籍市民会議
において、広報川越の外国語版の発行にあたり、
外国籍市民にとって、掲載するべき必要な市の情
報は何かを検討してまいりました。その結果、広
報川越から健康や催しに関する情報を抜粋するこ
とになりました。
川越市通訳・翻訳ボランティアに登録している
皆さんに「広報川越英語版」作成への協力を呼び
かけたところ、多くのボランティアの皆さんに協
力の賛同をいただきました。
現在、ボランティアの皆さんと協議しながら、

ことし４月から「広報川越英語版」の発行を目指
して準備を進めているところです。なお、発行は
月１回を予定しております。
今後も、さまざまな事業を通して、外国籍市民
の皆さんが、より快適で安心した市民生活を過ご
せるよう支援していきたいと考えております。
このことについては、国際交流課国際交流担

当・℡内線2142にお尋ねください。

舟橋市長に提案 №133

広報川越の英語版を作成してく
ださい

所
得
税
の
申
告
は
、

次
の
２
会
場
で
！

平
成
十
八
年
分
の
所
得
税
の
申

告
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

申
告
期
限
間
近
は
、
会
場
が
た

い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
。
申
告
が
必

要
な
方
は
、
早
め
に
済
ま
せ
ま
し

ょ
う
。

申
告
内
容
に
よ
り
、
会
場
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

＊
申
告
書
の
提
出
の
み
の
場
合

は
、
税
務
署
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

確
定
申
告
会
場

■
川
越
税
務
署

所
在
地
…
〒
３
５
０-

８
６
６
６

並な
み

木き

四
五
二-

二

申
告
期
間
…
２
月
16
日
昔
〜
３
月

15
日
斥
、
午
前
９
時
〜
正
午
▼

午
後
１
時
〜
５
時
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
。
た
だ
し
、
２
月
18

日
隻
・
25
日
隻
は
、
申
告
の
相

談
・
受
付
業
務
を
行
い
ま
す
）

申
告
の
対
象
者
…
営
業
等
所
得
が

あ
る
▼
農
業
所
得
が
あ
る
▼
不

動
産
所
得
が
あ
る
▼
二
か
所
以

上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
▼

給
与
収
入
（
年
額
）
が
二
千
万

円
を
超
え
る
▼
土
地
・
建
物
な

ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る

＊
贈
与
税
の
申
告
も
、
受
け
付
け

ま
す
。

還
付
申
告
会
場

■
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
地
下
一
階

所
在
地
…
脇わ

き

田た

本ほ
ん

町
ち
ょ
う

一
五-

一
三

受
付
期
間
…
３
月
12
日
席
ま
で
の

午
前
９
時
〜
11
時
▼
午
後
１
時

〜
３
時（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
告
の
対
象
者
…
公
的
年
金
な
ど

の
受
給
が
あ
る
▼
給
与
所
得
者

で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
▼
昨

年
中
に
退
職
し
た
な
ど
で
年
末

調
整
が
済
ん
で
い
な
い

＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告

書
の
作
成
が
で
き
ま
す

h
ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp

問
い
合
わ
せ
…
川
越
税
務
署
・
℡

２
３
５-

９
４
６
５

南古谷駅から徒歩７分

川越駅西口から徒歩１分
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就
学
に
か
か
る
費
用
を

援
助
し
ま
す

経
済
的
理
由
で
小
中
学
校
へ
の

就
学
が
困
難
な
家
庭
に
、
学
用

品
・
給
食
・
校
外
活
動
・
修
学
旅

行
・
医
療
費
な
ど
、
就
学
に
か
か

る
費
用
を
援
助
し
ま
す
。
該
当
す

る
家
庭
は
、
お
子
さ
ん
が
在
学
す

る
学
校
ま
た
は
教
育
財
務
課
（
東

庁
舎
二
階
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
現
在
援
助
を
受
け
て
い

て
、
新
年
度
も
引
き
続
き
援
助
を

希
望
す
る
場
合
も
、
申
請
が
必
要

で
す
。

詳
し
く
は
、
学
校
を
通
じ
て
配

＊
借
家
の
場
合
は
別
基
準
で
す
。

提
出
書
類

①
申
請
書
（
学
校
お
よ
び
教
育
財

務
課
に
あ
り
ま
す
）

②
平
成
十
八
年
分
の
所
得
金
額
が

わ
か
る
書
類
な
ど

申
込
期
間
（
新
年
度
分
）
…
２
月

16
日
昔
〜
３
月
15
日
斥

問
い
合
わ
せ
…
教
育
財
務
課
財
務

係
・
℡
内
線
２
８
３
１

「
中
退
共
」
掛
金
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
は
、

一
般
の
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
（
中
退
共
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

布
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

対
象
と
な
る
家
庭

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
が
平

成
十
八
年
度
中
に
停
止
ま
た
は

廃
止
さ
れ
て
い
る

②
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児

童
扶
養
手
当
（
児
童
手
当
と
は

異
な
る
）
を
受
け
て
い
る

③
保
護
者
の
職
業
が
不
安
定
で
収

入
が
少
な
い

④
標
準
世
帯
（
父
・
母
・
中
学

生
・
小
学
生
）
で
持
ち
家
の
場

合
、
所
得
金
額
が
三
百
九
十
万

円
以
下
（
給
与
収
入
の
場
合
、

そ
の
所
得
控
除
後
の
金
額
）
程

度
で
あ
る

こ
の
掛
金
の
一
部
を
、
市
で
は
各

従
業
員
が
加
入
し
た
月
か
ら
三
十

六
か
月
間
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
平
成
十
五
年
二
月
以

降
、
中
退
共
に
加
入
し
た
従
業
員

が
い
て
、
そ
の
従
業
員
の
平
成
十

八
年
分
掛
金
を
納
め
た
事
業
主
で

す
。該

当
す
る
事
業
主
は
、
二
月
十

五
日
斥
〜
二
十
八
日
戚
ま
で
に
補

助
金
交
付
申
請
書
を
、
商
工
振
興

課
（
本
庁
舎
五
階
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
申
請
、
期
間
後
の

申
請
は
、受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
…
商
工
振
興
課
労
政

係
・
℡
内
線
２
７
２
４

～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●平成18年度第２回川越市広報委員会 広聴広報課広報担当・℡内線2124
２月16日昔、午前10時30分～。本庁舎６階第４委員会室。先着10人。傍聴は、当日直接会場。
●「メタボリックシンドローム」を防ぎましょう 総合保健センター健康増進係・℡229－4121
内臓脂肪型肥満によって、さまざまな病気が引き起こされやすくなった状態を「メタボリックシンドローム」といいます。生活
習慣を見直して、「メタボリックシンドローム」を防ぎましょう。
●訂正　広報川越№1143・25ページ　催し物ガイド　中央図書館・℡222－0559
アニメ映画会「狼森とざる森、ぬすと森」の「狼」のルビ　誤＝おおかみ　正＝おいの　ご迷惑をおかけしました。

●訂正　広報川越№1143・21ページ　ひとまち伝言板
「KVA杯」と「いそじ大会」の問い合わせ電話番号　誤＝244－2144 正＝244－0250 ご迷惑をおかけしました。

せんてい枝などのチップを配布します
市民の森６号（笠

かさ

幡
はた

）の間伐作業で排出され

た樹木を粉砕したチップを、下記のとおり配布

します。詳しくはお尋ねください。

日時…３月８日斥～11日隻、午前９時～午後
４時（予定量を超えしだい終了）

会場…西清掃センター隣接保管場所（笠幡）
対象…市内在住
＊１世帯あたりの配布量は、１トン未満です。

運搬車両を用意し、運転免許証・保険証など本

人確認ができる物と、ブルーシートなどチップ

運搬時に飛散を防止する物を持参してくださ

い。

＊チップの使用方法などのアンケートにご協力

をお願いします。

問い合わせ…環境業務課減量リサイクル推進
係・℡内線2636

協働でごみの減量に取り組んでいます
市では、市民の皆

さんや自治会などと

共に、地域の課題に

対し協力し合って取

り組む「協働」を第

三次川越市総合計画

基本構想の１つと位

置付けています。

以前から市では、ごみの減量・資源化を推進

しています。このたび、１月26日に川越市自

治会連合会から「せん定
てい

枝粉砕機」２台が寄贈

されました。この機械は、せんていした枝を細

かく粉砕し、土壌改良、雑草の発生抑制、ぬか

るみや乾燥した土の舞い上がりの防止などに利

用できます。ごみの減量に役立つこの機械を、

広く市民の皆さんに貸し出す予定です。

今後も協働による、「地球にやさしい」活動

へのご協力をお願いします。

舟橋市長と川越市自治会連合会・江島
喜一会長（左から２人目）により始動



市では、紙類を①新聞

（折り込み広告を含む）②

段ボール③紙パック④雑が

みの４種類に分別し、収集

しています。しかし、ごみ

の集積所に出される可燃ご

みの中には、まだ多くの紙

類が交ざっています。特に

割合が高いのが、雑がみ。

手間はかかりますが、可燃

ごみの減量のために、分別

することが大切です。そし

て同時に、森林の保護や資

源の節約にもつながりま

す。小さな紙でも、りっぱ

な資源。下記を参考に、分

別にご協力ください。

雑がみ…雑誌・本・菓子や
ティッシュなどの箱類・封

筒・名刺・包装紙・チラ

シ・メモ用紙・紙袋など

雑がみで出せないもの…汚
れた紙・ビニールコート紙・紙コップ・油紙・感熱

紙・写真・カーボン紙・シュレッダーした紙・金や銀

の紙シールなど

問い合わせ…環境業務課減量リサイクル推進係・℡内
線2636

もったいないから、ごみ減らし！
雑がみの分別
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事
例突

然
、「
お
体
の
調
子
は
、
そ
の
後
い
か
が
で
し
ょ
う

か
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
病
院
関
係
者
か
ら
だ
と
思
っ
て

病
歴
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
た
ら
、
後
日
、
見
知
ら

ぬ
業
者
が
自
宅
を
訪
ね
て
き
た
。「
病
気
の
治
療
に
効
果

が
あ
る
」
と
言
わ
れ
、
強
引
に
高
額
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
買

わ
さ
れ
た
。
使
用
し
て
も
効
果
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
解

約
し
た
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
知
ら
な
い
相
手
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
安
易
に
応

じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
い
ま
だ
に
な
く
な
ら
な

い
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
、
個
人
情
報
を
悪
用
し
た
犯
罪

に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す

②
健
康
器
具
や
健
康
食
品
の
効
果
・
効
能
を
強
調
し
た
説

明
は
、
薬
事
法
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
宣

伝
文
句
を
う
の
み
に
し
な
い
で
、
主
治
医
な
ど
に
相
談

し
ま
し
ょ
う

③
こ
の
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
記
載
さ
れ
た
書

面
を
受
領
し
た
日
か
ら
八
日
目
ま
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
活
用
で
き
ま
す
。
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
く
ら
し
の
豆
知
識
二
〇
〇
七
年
版
」
を
生
活
情
報
セ
ン

タ
ー
で
配
布
中
で
す
（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

病
院
か
ら
と
思
い
込
ん
で
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
た
ら
…
…

142

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

食
品
・
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０
３

ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
う
た
め
に

室
内
で
飼
う

こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ

い
。
近
隣
へ

の
迷
惑
だ
け

で
な
く
、
交

通
事
故
・
感
染
症
・
け
ん
か
な
ど
が
な

く
な
り
ま
す
。

屋
外
で
飼
う
場
合
は
、
飼
い
主
が
わ

か
る
よ
う
に
首
輪
や
名
札
を
付
け
ま
し

ょ
う
。
迷
い
猫
に
な
っ
て
も
連
絡
が
付

猫
を
飼
う
に
は

猫
の
顔
つ
き
や
し
ぐ
さ
を
観
察
し
て

い
る
と
、
気
持
ち
が
和
み
、
心
が
癒
や

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、「
子
猫
が
捨
て
ら
れ
て
い

る
」「
庭
や
花
壇
に
、
ふ
ん
や
尿
を
さ

れ
る
」「
ご
み
集
積
所
が
荒
ら
さ
れ
て

困
る
」
な
ど
、
猫
が
原
因
と
な
る
苦
情

が
市
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
苦
情
を
減
ら
す
た
め

に
、
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
で
き
る
だ
け

き
ま
す
。
ト
イ
レ
は
、
必
ず
室
内
ま
た

は
敷
地
内
に
設
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、室
内
・
屋
外
に
か
か
わ
ら
ず
、

不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

オ
ス
は
け
ん
か
や
尿
ス
プ
レ
ー
行
動
が

減
少
し
、
発
情
時
の
鳴
き
声
も
な
く
な

り
ま
す
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
か
ら

隣
近
所
へ
十
分
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
猫
を
飼
っ
て
い
る
自
覚
と
責
任
を

持
つ
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

L i fe
with
pets



美
し
い
国
づ
く
り
を
担
う
川
越
の
ま
ち
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投票率向上のために
●メルト・ジョイフルでも期日前投票
投票日当日に、仕事や旅行などの理由で投票に行けない方の利便を図るために、期日前投票と

いう制度があります。期日前投票所は、今までは市役所本庁舎とアトレの２か所でしたが、メル
ト（西文化会館）・ジョイフル（南文化会館）でも期日前投票を実施する予定です。
市では、選挙のたびに低投票率が懸念されています。期日前投票所の増設は、１人でも多くの

選挙人の皆さんが、投票できるようにすることを目的としています。投票日当日に都合がつかな
い方は、ぜひご利用ください。
期日前投票の詳しい日程については、選挙のつど広報川越と市ホームページでお知らせします。

選挙管理委員会事務局・℡内線3712

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

私
が
昭
和
五
十
二
年
に
大
学
を
卒
業

し
て
、
ま
だ
半
年
た
っ
た
か
た
た
な
い

か
ぐ
ら
い
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
の
時

に
、
小
さ
な
女
の
子
の
主
治
医
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
子
は
全
身
状
態
が
よ
く
な
く

て
、
病
院
に
来
た
主
な
理
由
は
、
た
し

か
右
目
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
失
明
を
し
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

何
か
に
刺
さ
れ
た
よ
う
な
形
で
、
す
で

に
眼
科
の
先
生
が
目
の
摘
出
手
術
を
し

て
し
ま
っ
た
あ
と
で
、「
ど
う
見
て
も

こ
れ
は
虐
待
に
し
か
思
え
な
い
か
ら
、

あ
と
は
小
児
科
で
診
て
く
れ
」
と
言
わ

れ
て
私
が
主
治
医
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
診
察
を
し
た
わ
け
で
す
が
、
体

じ
ゅ
う
に
た
く
さ
ん
傷
が
あ
り
ま
し

て
、
何
か
で
た
た
い
た
よ
う
な
跡
と
か

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
子
ど
も
は
年
齢
に
比
べ
て
身
長
も
体

重
も
と
て
も
小
さ
く
て
、
と
て
も
不
潔

で
、
も
う
十
分
歩
い
て
話
が
で
き
て
も

い
い
年
齢
な
の
に
、
知
的
な
発
達
も
遅

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
子
も
別
に
家
庭

状
況
が
経
済
的
に
困
っ
た
家
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
子
が
目
に
け
が

を
し
て
連
れ
て
来
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
時
に
眼
科
の
先
生
が
虐
待
を
疑

っ
た
の
は
、
親
の
言
う
こ
と
が
お
か
し

い
と
。
親
は
「
ゆ
う
べ
つ
ま
づ
い
て
、

目
に
何
か
を
刺
し
た
ら
し
い
」
と
言
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
目
は
も
う
化
の
う
し

て
い
て
、
ど
う
み
て
も
一
週
間
以
上
前

の
け
が
で
…
…
。
こ
れ
は
虐
待
の
ケ
ー

ス
で
は
と
て
も
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、

連
れ
て
来
る
の
が
遅
い
子
ど
も
が
多
い

で
す
ね
。
お
そ
ら
く
親
は
「
ど
う
し
よ

う
、
ど
う
し
よ
う
」
と
思
っ
て
い
る
う

ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
日
に
ち
が
た

っ
て
し
ま
う
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
全
身
状
態
が
あ
ま
り
に
も

汚
く
て
、
体
中
に
傷
あ
と
が
あ
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
異
様
な
感
じ
は
し
た
ん
で
す

よ
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
親
は
「
早
く
目

を
治
し
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
ば
か
り

言
っ
て
、
と
て
も
不
審
な
感
じ
を
持
っ

た
ん
で
し
ょ
う
。
そ
の
当
時
で
、
眼
科

医
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
虐
待
に
違
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
所
に
連
れ

て
来
た
わ
け
で
す
。

（
つ
づ
く
）

今
、
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
で
は
「
美
し
い
国
づ
く
り
」

と
い
う
視
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
が
打
ち
出
さ
れ

始
め
て
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
に
は
、
今
後
の
美
し
い

日
本
を
形
成
す
る
う
え
で
の
基
本
的
な
法
律
で
あ
る

「
景
観
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
美
し
い
景
観
の
形

成
は
、
住
む
人
の
心
に
潤
い
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
独
自
の
発
想
と
活
動
を
促
し
、
魅
力
を
向
上
さ
せ

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

歴
史
的
町
並
み
が
残
る
川
越
は
、
景
観
に
対
す
る
意

識
が
根
付
い
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
川
越
で
も
、
優

れ
た
景
観
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
り
育
て
て
い
こ
う
と

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
増
え
、
地
域
活
性
化
の
重
要
な

手
法
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
町
並
み
の
保
存
整
備
や
伝
統
的
な
建
物
の

活
用
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
新
し
い
施
策
の
実
施
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
優

れ
た
景
観
を
保
全

し
、
創
造
し
て
い
く

た
め
の
具
体
的
な
方

策
と
な
る
「
川
越
市

景
観
計
画
」
の
制
定

に
向
け
、
検
討
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
、
美
し
い
都

市
景
観
の
創
造
を
目

指
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
都
市
景
観
係
・
℡
内
線
３
２
１
５

輝輝輝
けけけ
!!!!!!

川
越
川
越
川
越
ののの
景
観
景
観
景
観

埼玉県の選挙統一
キャラクター
「選挙くん」

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
平
成
十
七
年
二
月
に
小
児
科
医
・
坂さ

か

井い

聖せ
い

二じ

さ
ん
を
招
い
て
行

っ
た
、
人
権
問
題
講
演
会
の
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
２
８
２

子
ど
も
の
虐
待
を
理
解
す
る
た
め
に
⑨

歴史を感じさせる蔵造り。今後も市では優れた歴史を感じさせる蔵造り。今後も市では優れた歴史を感じさせる蔵造り。今後も市では優れた
景観を保全していきます景観を保全していきます景観を保全していきます



短
　
歌

四
元
仰
・
選

今
日

き

ょ

う

干
し
て
今
日
の
白
さ
の
干ほ

し

大
根
み
ど
り
残
し
て
甘
き
香
の
た
つ

有
田
杉
江(

南
台
二
丁
目)

冬
晴
れ
の
雪
も
つ
風
が
容
赦
な
く
裏
庭
め
ぐ
り
枯か

れ

葉は

舞
い
上
ぐ

小
澤
繁
雄(

石
原
町
二
丁
目)

娘
の
窮
地
救
っ
て
や
り
た
し
方
法
を
考
え
お
れ
ば
空
の
明
ら
む

金
田
ト
ク
江(

三
光
町)

紅
葉
の
満
天
星

ど
う
だ
ん
つ
つ
じ

陽ひ

に
映
え
て
師
走
半
ば
の
庭
に
浮
き
立
つ

小
久
保
良
種(

西
小
仙
波
町
二
丁
目)

高こ
う

令れ
い

の
運
転
免
許
更
新
に
お
ど
お
ど
行
け
ど
合
格
し
た
り

藤
崎
本
男(

菅
間)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

果
樹
園
の
梯は

し

子ご

伏
せ
あ
り
冬
初
め

中
村
潤
子(

霞
ケ
関
北
三
丁
目)

天
心
の
寒
月
抜
け
る
五
体
か
な

福
島
安
雄(

志
多
町)

旧
家
に
は
旧
家
の
慣な

ら

い
年
用
意

田
口
晨
一(

南
通
町)

紅
葉
を
観み

る
暇
も
無
く
夕
暮
れ
る

長
岡
敏
夫(

笠
幡
）

小さ

夜よ

時
雨
母
の
頭
さ
さ
え
膝ひ

ざ

の
う
え

中
村
智
美(

岸
町
三
丁
目)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

出
せ
ば
来こ

ず
出
さ
ね
ば
届
く
年
賀
状

竹
内
昌
夫(

か
す
み
野
三
丁
目)

羽
根
突つ

き
も
凧た

こ

あ
げ
も
せ
ず
塾
通
い

武
田
ミ
サ
ホ(

今
成
四
丁
目)

音
一
〇
〇
選
三
時
を
告
げ
る
蔵
の
町

鷺
谷
智
意
子(

鯨
井)

孫
あ
が
り
湯ゆ

舟ぶ
ね

に
あ
ひ
る
忘
れ
ら
れ

藤
井
潔(

仲
町)

焼
き
芋
の
呼
び
声
ち
ぎ
る
空か

ら

っ
風

武
島
征
一
郎(

今
福
）

応募方法（４月掲載分は２月28日戚必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課

十
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
に

私
は
友
達
と
共
に
栃
木
県
の
日に

っ

光こ
う

に
行
き
ま
し
た
。

修
学
旅
行
に
行
く
た
め
に
、
班

を
決
め
た
り
、
め
あ
て
を
決
め
た

り
色い

ろ

々い
ろ

な
こ
と
を
し
ま
し
た
。
そ

し
て
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。
日

光
に
行
っ
て
み
て
発
見
し
た
こ
と

や
心
に
残
っ
た
こ
と
が
三
つ
あ
り

ま
す
。

一
つ
目
は
、
二
十
六
日
に
行
っ

た
富と

み

弘ひ
ろ

美
術
館
で
す
。
富
弘
さ
ん

の
作
品
は
自
分
の
心
を
見
つ
め
た

り
、
身
近
な
出
来
事
な
ど
が
、
え

が
か
れ
た
り
し
て
い
て
私
は
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
私
は
詩
が
大

好
き
な
の
で
も
っ
と
富
弘
さ
ん
の

作
品
を
見
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
二
十
六
日
に
特
に

楽
し
み
に
し
て
い
た
東
照
宮
で

す
。
東
照
宮
に
は
、
三
ざ
る
や
想

像
の
象
や
ね
む
り
ね
こ
な
ど
色
々

な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も

私
は
陽
明
門
の
魔
よ
け
の
柱
が
す

ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
昔
の

人
々
は
、
よ
く
そ
う
い
う
こ
と
を

考
え
ら
れ
た
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
と
て
も
た
く
さ

ん
の
発
見
を
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
華
厳
の
滝
で
す
。
私

は
、
修
学
旅
行
の
前
か
ら
、
華
厳

の
滝
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
日
は
き

り
が
と
て
も
こ
く
て
見
え
ま
せ
ん

で
し
た
。音
は
聞
こ
え
た
け
れ
ど
、

と
て
も
残
念
で
し
た
。

私
は
、
こ
の
修
学
旅
行
で
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
自

分
の
心
や
感
動
す
る
こ
と
、
そ
し

て
友
達
。
他ほ

か

に
も
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
も
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
修
学
旅
行
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

修
学
旅
行
の
思
い
出

名
細
小
学
校
六
年
　
　
佐さ

せ

春は
る

花か

214

川越城本丸御殿の柱

9 広報川越№1144・2007.２.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

ことしは、川越城が築城されて

550年目。それにちなみ、本丸御殿

へ行ってみました。

この建物は嘉
か

永
えい

元年（1848）に

建築された、県指定の文化財です。

ふと、大きな玄関の屋根を支えてい

る、木目が鮮やかな４本の柱に目が

留まりました。約33センチ角で、

全体の長さが５メートル85センチ

ほどあり、ケヤキが使われています。

この柱を製材するためには、高さ

15メートル以上、樹齢300年以上

の木が必要です。建築から150年以

上過ぎても風格がある姿に、完成当

時の川越藩15万石の格式をしのぶ

ことができます。
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目が見えなくても

テニスがテニスが
したい！したい！

表通り裏通り

この競技のために開発したボール。スポン
ジボールの中をくり抜き、視覚障害者用卓
球のボールを入れることで、弾むとマラカ
スのような音が出ます。直径は約９㎝。ス
ポンジなので、体に当たっても安全です

20年ほど前、視覚障害
者向けに、ボールや競技方
法をくふうした「視覚ハン
ディキャップテニス」とい
う競技が考案されました。
誕生の舞台となったのは、
県立盲学校。同校生徒の発
案から試行錯誤を経て生ま
れたこの競技を、現在全国
で300人以上が楽しんで
います。

｠
こ
の
テ
ニ
ス
は
、
視
力
に
よ
っ
て
バ
ウ

ン
ド
の
数
が
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
全

盲
の
競
技
者
は
ボ
ー
ル
が
三
バ
ウ
ン
ド
す

る
ま
で
打
ち
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
試

合
は
、
サ
ー
バ
ー
が
「
行
き
ま
す
」
と
言

い
、
レ
シ
ー
バ
ー
が
「
は
い
」
と
返
事
を

し
て
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
独
自
に
開
発
し

た
、
音
が
出
る
ボ
ー
ル
を
使
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
自
分
の
位
置
を
足
や
手
で
確
認
で
き

る
よ
う
に
、
ラ
イ
ン
の
下
に
た
こ
糸
な
ど

を
通
し
て
突
起
さ
せ
て
い
ま
す
。

「
初
め
の
う
ち
は
、
バ
ウ
ン
ド
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
で
す
ね
」

と
話
す
、
全
盲
の
現
役
選
手
で
あ
り
日
本

視
覚
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
テ
ニ
ス
協
会
会

長
の
山や

ま

本も
と

栄え
い

治じ

さ
ん
（
51
歳
・
笠か

さ

幡は
た

）。

音
を
頼
り
に
、
瞬
時
に
頭
の
中
で
三
次
元

の
世
界
を
作
り
出
し
て
、
ボ
ー
ル
を
打
ち

返
す
。
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
初
め
て
ラ

ケ
ッ
ト
に
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
と
き
の
喜

び
は
大
き
か
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
競
技
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

平
成
十
四
年
に
オ
ア
シ
ス
で
教
室
を
開
催

し
、
六
十
三
人
が
参
加
。
そ
し
て
市
内
だ

け
で
な
く
、
全
国
三
十
以
上
の
都
道
府
県

で
講
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

一
月
に
は
英
国
で
子
ど
も
向
け
講
習
会
を

二
回
、
模
範
試
合
を
一
回
行
い
ま
し
た
。

英
国
に
は
視
覚
障
害
者
向
け
の
テ
ニ
ス
は

な
か
っ
た
た
め
、
た
い
へ
ん
な
歓
迎
を
受

け
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
講
習
会
に
参
加

し
た
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
も
プ
レ
ー
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ボ
ー
ル
八

十
個
を
進
呈
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

「
こ
の
競
技
は
動
く
範
囲
も
狭
く
、
ボ

ー
ル
も
ス
ポ
ン
ジ
で
で
き
て
い
る
た
め
ス

ピ
ー
ド
が
出
ま
せ
ん
。
自
分
で
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
る
人
な
ら
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
的
に

は
ボ
ー
ル
を
改
良
し
た
り
、
指
導
方
法
を

確
立
し
た
り
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
こ

の
競
技
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
で
す
ね
」

と
、
山
本
さ
ん
。「
視
覚
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
テ
ニ
ス
」
が
、
世
界
じ
ゅ
う
で
行
わ

れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

コート（着色部分）は、
縦13.40m、横6.10m。
ネットの高さは両サイド
で0 . 8 5m、中央部で
0.80mあります

英国の視覚障害者の皆さんに「視覚ハンディ英国の視覚障害者の皆さんに「視覚ハンディ英国の視覚障害者の皆さんに「視覚ハンディ
キャップテニス」の楽しさを体験してもらうキャップテニス」の楽しさを体験してもらうキャップテニス」の楽しさを体験してもらう
ために、１月にロンドンスポーツフォーラムために、１月にロンドンスポーツフォーラムために、１月にロンドンスポーツフォーラム
で、デモンストレーションを行う山本さんで、デモンストレーションを行う山本さんで、デモンストレーションを行う山本さん

「けっこう瞬発力が必要だし、ラリ「けっこう瞬発力が必要だし、ラリ「けっこう瞬発力が必要だし、ラリ
ーが続くと息が切れますね」ーが続くと息が切れますね」ーが続くと息が切れますね」。練習。練習。練習
後の会話には、運動したあとの爽快後の会話には、運動したあとの爽快後の会話には、運動したあとの爽快
感が感じられました感が感じられました感が感じられました



川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット
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もち＋たこ＝子どもたちの笑顔
１月21日、川越市青少年相談員協議会が主催する

「新春！　親子凧
たこ

揚げ・餅
もち

つき大会」が、農業ふれあ

いセンターで行われました。当日は36人の親子が参

加。まずは真剣な表情で、たこ作りを始めました。も

ちつきの前には、蒸したばかりのもち米を試食。つき

たてのもちを食べたあと、たこ揚げで走り回る子ども

たちの、笑顔と歓声が印象的でした。

ことしは風が、よく吹くそうです
18本のヨシをすだれ状に編み、筒状に束ねた物を小豆が

ゆに浸し、茎の中に入った米粒の数によってことしの作柄と

天候を占う、市指定無形民俗文化財「筒がゆの神事」。１月

15日の早朝、藤宮
ふじのみや

神社（石
いし

田
だ

）で行われました。その結果、

小麦・小豆・稲などが豊作、大根やソバなどが平年並み。天

候は、日照が少なめ、風はよく吹き、雨は平年並みとなりま

した。最後は、訪れた皆さん全員で小豆がゆを食べました。

出来上がった小豆がゆ
にヨシの筒を浸しま
す。この小豆がゆを食
べると、虫歯にならな
いそうです（左）
ヨシを割って、米粒の
数を数えます（上）

揚がったよ！揚がったよ！揚がったよ！おいしいおもちになぁれおいしいおもちになぁれおいしいおもちになぁれ

湯を浴びて無病息災
１月14日、古尾谷八幡神社（古

ふる

谷
や

本
ほん

郷
ごう

）で

湯立
たて

祭が行われました。この祭りは、平成11

年に発見された「湯花用大釜」（市指定文化財）

の記録を基に、同13年に復活しました。沸か

した湯の中にササの束を入れ、付いた湯を無病

息災を願う皆さんに振りかけます。来年以降、

この祭りは１月の第３日曜日に行われます。
湯を浴びる地域の皆さん。ササを振ると湯が冷
やされて、周囲は真っ白にこれが「湯花用大釜」これが「湯花用大釜」これが「湯花用大釜」

「
南
大
塚
の
餅
つ
き
踊
り
」
保
存
会
は
、
県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
南
大
塚
の
餅
つ
き
踊

り
」
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

も
ち
つ
き
踊
り
は
、
大
正
末
期
か
ら
戦
時
中
ま
で
中
断

し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
年
ご

ろ
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
同
保

存
会
を
結
成
し
、
再
開
し
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
は
三
十
七
人
、
全
員
が

南
大
塚
在
住
で
す
。
練
習
は
、
月
二

回
、
も
ち
に
代
え
て
わ
ら
を
使
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
歌
い
手
に
合
わ
せ

て
も
ち
を
つ
く
た
め
、
リ
ズ
ム
感
を
養
う
こ
と
が
大
事
。

一
人
前
に
な
る
に
は
、
二
年
ほ
ど
か
か
り
ま
す

同
保
存
会
で
は
、
後
継
者
育
成
の
た
め
、
十
五
年
ほ
ど

前
か
ら
、
地
域
の
中
学
一
年
生
に
も
ち
つ
き
踊
り
を
体
験

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

体
験
が
き
っ
か
け
で
、
成
人
に

な
り
、
入
会
し
た
方
も
い
る
そ

う
で
す
。「
先
人
が
築
き
上
げ

て
き
た
伝
統
芸
能
を
、
末
永
く

継
承
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
同
保
存
会
会
長
の
宮み

や

澤ざ
わ

辰た
つ

雄お

さ
ん
（
66
歳
）。
こ
れ
か
ら
も
、

も
ち
つ
き
踊
り
は
、
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

「
南
大
塚
の
餅も

ち

つ
き
踊
り
」
保
存
会
の
皆
さ
ん

人

川

越

32

保存会の皆さんと将来を担う子どもたち保存会の皆さんと将来を担う子どもたち保存会の皆さんと将来を担う子どもたち



川越城が築城されて550年目のことし、
さまざまな記念イベントが行われます

こ
と
し
の
干え

支と

に
ち
な
ん
だ
ア
ー
ト
を
、
川
越
八
幡
宮
（
南

み
な
み

通
と
お
り

町ま
ち

）
の
境
内
で
見
つ
け
ま
し
た
。
中
央
小
学
校
の
作
品
を
中
心
に
、

市
内
の
高
校
生
の
作
品
が
二
点
、
合
計
三
点
の
イ
ノ
シ
シ
を
描
い
た

絵
馬
が
並
ん
で
い
ま
す
。
一
辺
は
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
、
色
使
い

も
華
や
か
。
イ
ノ
シ
シ
の
力
強
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
力
作
で
す
。

ち
ょ
う
ど
近
く
の
保
育
園
児
た
ち
が
散
歩
に
訪
れ
、
大
き
な
絵
馬

に
び
っ
く
り
。「
散
歩
の
楽
し
み
が
一
つ
増
え
た
ね
」
と
、
子
ど
も

た
ち
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
絵
馬
は
、
十
二
月
末
ま
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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表紙
さざんか通り
（笠

かさ

幡
はた

）
この通りは、サザンカ以外にも花

がいっぱい。ロウバイと紅梅が青い

空に映えて、より美しく見えました。

47

ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川

至新河岸駅

Ｐ川
越
駅

至川越市駅 至市役所

アトレアトレアトレ

（川越八幡神社）

川越工業高校

クラッセ川越クラッセ川越クラッセ川越

作品位置作品位置作品位置

「エコドライブ」のススメ
年間走行距離10,000㎞、１リットルあたり燃費11.7㎞・ガソリ

ン価格115円とした場合、毎日車で通勤する人が１日５分アイドリ

ングを止めると、年間約1,800円のガソリン代節約になります。ま

た、発進時に最初の５秒で時速20㎞になるように運転し、さらに

急加速をやめると、年間約3,200円のガソリン代節約になります。

経済的な「エコドライブ」は、安全運転にもつながります。

また、買い替え時には低燃費・低公害な車の購入をお勧めします。

市でも天然ガス自動車やハイブリッド自動車を購入しています。こ

れからも、環境にやさしい運転をお願いします。

問い合わせ…環境政策課地球温暖化対策担当・℡内線2613

環境トピックス

市では天然ガス自動車
を使用しています

川越城築城550年

不要な車内の荷物を降不要な車内の荷物を降不要な車内の荷物を降
ろすだけでも、燃費はろすだけでも、燃費はろすだけでも、燃費は
改善します改善します改善しますみんなで取り組む温暖化対策⑤


